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ハガキがぬれている場合は乾かしてからご覧ください

証券コード 3817

第3四半期 株主通信
2 0 2 2 年 4 月 1 日 ～ 2 0 2 2 年 1 2 月 3 1 日

株式会社SRAホールディングス
〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-32-8
TEL：03-5979-2666　https://www.sra-hd.co.jp/

連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部　
東京都府中市日鋼町1-1　
TEL：0120-232-711（フリーダイヤル）

（返還先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社

2023年3月期

2022年12月末日の株主様にお送りしております

代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
SR
A
ホ
ー
ル
デ
ィン
グ
ス

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
的
な
景
気
後
退
懸
念
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の
長
期
化
、
国
内
外
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
継
続
な
ど
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
い
て
は
緩
や
か
に
需
要
が

回
復
基
調
に
あ
る
な
か
、当
社
の
第
3四
半
期
業
績（
前
年
同
期
比
）は
、売
上
高
、粗
利
益
、営
業
利
益
、

経
常
利
益
、
四
半
期
純
利
益
に
つ
い
て
、
全
て
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
為
替
差
益
と
し
て
11.7億

円
を
、
投
資
有
価
証
券
評
価
損
と
し
て
11.9億

円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
11月

の
株
主
通
信
で
も
お
知
ら
せ
の
通
り
、
相
場
の
変
動
に
よ
る
為
替
差
損
益
や
投
資
有
価
証
券
の

評
価
損
益
は「
未
実
現
」の
損
益
で
あ
り
、
配
当
原
資
か
ら
除
外
し
て
考
え
て
お
り
、

期
末
配
当
は
計
画
通
り
、1株

に
つ
き
90円〔

年
間
配
当
金
130円（

普
通
配
当
）〕

と
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、「
株
主
還
元
の
更
な
る
充
実
」を
目
指
し
尽
力
し
て
ま
い
りま
す
。

皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
２
０
23年

2月

株
主
の
皆
様
へ
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期

20
22
年
12
月
末
日
の
株
主
様
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す

代表取締役社長
株式会社SRAホールディングス

皆様には、日頃より格別なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
世界的な景気後退懸念、ウクライナ問題の長期化、国内外での新型コロナの影響継続など、
先行き不透明な状況が続いているものの、情報サービス産業においては緩やかに需要が
回復基調にあるなか、当社の第3四半期業績（前年同期比）は、売上高、粗利益、営業利益、
経常利益、四半期純利益について、全て増益となりました。
なお、為替差益として11.7億円を、投資有価証券評価損として11.9億円を計上しておりますが、
昨年11月の株主通信でもお知らせの通り、相場の変動による為替差損益や投資有価証券の
評価損益は「未実現」の損益であり、配当原資から除外して考えており、
期末配当は計画通り、1株につき90円〔年間配当金130円（普通配当）〕
とする予定です。
これからも引き続き、「株主還元の更なる充実」を目指し尽力してまいります。
皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　２０23年2月

株主の皆様へ
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■3Q ■通期 ■通期（計画）

売上高 313億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 425億円）

2020/3 2021/3 2022/3

425

313
393

285

436

310

2023/3

計画

■3Q ■通期 ■通期（計画）

親会社株主に帰属する当期純利益27億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 33億円）

2020/3 2021/3 2022/3

33
2730

19

△6△13

2023/3

計画

■3Q ■通期 ■通期（計画）

経常利益 55億円 （単位 ： 億円）（通期計画 ： 52億円）

2020/3 2021/3 2022/3

5255
64

42
52

32

49

33

2023/3

計画

1株当たり配当金 （単位 ： 円）

2021/3 2022/3 2023/3

詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください。

トピックス

130120

中間配当
40

期末配当
90

計画
130

■当初予定配当 ■配当（実績） ■配当（計画）

当社においては、ビジネス拡大や資産の有効活用の観点から、長期保有を前提とした有価証券

投資を行っております。第3四半期決算にて、投資有価証券評価損として11.9億円を計上

致しました。これは、長期保有を前提とした投資有価証券の評価方法についても、保守的に

「洗替え方式」を採用していることによるものであり、キャッシュアウトは発生しておりません。

このように、財務運営を保守的に行うことが、財務体力の維持・向上につながるものと考えて

おり、その強固な財務基盤を土台に、更なるビジネスの拡大や将来への成長につながる投資等

のチャンスがあれば、その機を逃さず機敏に必要な決断を行うなど、戦略推進には積極果敢な

姿勢で臨んでいく所存です。

引き続き、現状に甘んじることなく、更なる収益性の向上に努めるとともに、われわれが目指す

「より高い利益率を狙うビジネスモデルの変革」を推進すべく、グループ一丸となって「挑戦」

する姿勢をより一層強め、「企業価値の向上」に最大限尽力してまいります。

「財務運営は保守的に、変革推進は積極果敢に」

評価損・減損を
特別損失に
計上

120110

402

287

35
22

第3四半期 連結業績ハイライト
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